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法的免責事項
この提示物の内容は、SAP SE または SAP の関連会社の機密の専有情報であり、SAP SE またはそれぞれの SAP の関連会社の許可なく開示することはできません。この提示物は、SAP SE またはその関連会社とのライセンス契約またはその他何らかのサービス契約やサブスクリプション契約に拘束されることはありません。SAP SE およびその関連会社は、このドキュメントまたは関連の提示物に記載される業務を遂行する、またはそこに記述される機能を開発もしくはリリースする義務を負いません。このドキュメント、または関連の提示物、および SAP SE または SAP の関連会社の戦略並びに将来の開発物、製品、またはプラットフォームの方向性並びに機能はすべて、変更となる可能性があり、SAP SE およびその関連会社により随時、理由の如何を問わずに予告なしで変更される場合があります。このドキュメントに記載する情報は、何らかの具体物、コード、または機能を提供するという確約、約束、または法的義務には当たりません。このドキュメントは、商業性、特定目的への適合性、または非侵害性の黙示的保証を含めて、明示または黙示を問わず、いかなる種類の保証をも伴うものではありません。このドキュメントは情報提供のみを目的としており、契約に取り入れられることはありません。SAP SE およびその関連会社は、SAP SE または SAP の関連会社の意図的な不当行為または重大な過失に起因する損害を除き、このドキュメントの誤記または脱落について一切の責任を負わないものとします。 
将来の見通しに関する記述はすべて、さまざまなリスクや不確定要素を伴うものであり、実際の結果は、予測とは大きく異なるものとなる可能性があります。読者は、これらの将来の見通しに関する記述に過剰に依存しないよう注意が求められ、購入の決定を行う際にはこれらに依拠するべきではありません。
リリース ノート
このドキュメントには、Professional Edition の Concur Expense のリリース ノートが記載されています。
NOTE: サイト全体または複数の製品 / サービスに適用される機能と変更は、「製品共通の変更のリリース ノート」に記載されています。SAP Concur ソリューションに影響を与える可能性のある本リリースのサイト全体または共有の変更については、製品共通の変更のリリース ノート（日本語）をご参照ください。 
Expense Pay – Flex Edition
SGD 通貨の銀行口座番号
概要
SGD（シンガポール ドル）通貨の現在および今後のサポートを向上するために、銀行口座番号のフィールド長が最大 11 桁から 14 桁に増えました。
業務目的とユーザーへの利点
この変更により、新しい送金先銀行の 12 桁から 14 桁の口座番号要件をサポートします。
管理者への表示 
ユーザーが銀行口座番号を入力する際に、最大 14 桁まで入力することができます。これにより、支払プロバイダが定めている場合に、ユーザーは 11 桁の口座番号と 3 桁の支店コードを [銀行口座番号] フィールドに含められるようになります。
NOTE:  OCBC 銀行を使用する一部の受取人は口座番号の保存方法を変更する必要がある場合があります。従業員が SAP Concur で OCBC 銀行口座番号の入力方法を変更するように要求される場合、支払プロバイダまたは SAP Concur は追加情報を提供します。
NOTE: 従業員インポート レコード タイプ 820 は、新しい口座番号フィールド長の最大 14 文字をサポートします。 
設定とアクティブ化
この機能は自動的に有効になります。設定やアクティブ化は必要ありません。
この機能についての全般情報は、Concur Professional/Premium のユーザー ガイド「Concur Expense: Expense Pay Flex Edition」をご参照ください。
走行距離
新しい走行距離サービス機能
	情報の初回公開日
	最終更新日
	機能のリリース予定日

	2022 年 3 月
	-- 
	2022年03月08日

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。


これらの変更は、新 UI の操作性の一部に関連しています。
概要
2022 年 3 月 8 日、SAP Concur Expense は走行距離サービスをお使いのお客様に機能と UI のアップデートをリリースしました。
· 重要: これらの変更は利用できるのは新しい走行距離サービスをお使いのお客様のみです。

走行距離サービスをお使いのお客様は、元々の走行距離サービスと新しい走行距離サービスを混在させて実装することはできません。新しい走行距離サービスを使用して、こちらに記載されているメリットをお受けください。
これらのアップデートでは、自動化されたベスト プラクティス政令走行距離レート、走行距離想定経費のサポート、走行距離計算ツールの Concur Request への統合、向上したユーザー インターフェース、および包括的な操作性を提供します。
· 重要: Concur Expense ユーザー インターフェース (UI) の新 UI を使用する必要があります。また、Concur Request と走行距離計算ツールが統合されたため、Concur Request でも新 UI を使用する必要があります。
業務目的とユーザーへの利点
これらのアップデートでは、以下により走行距離機能が改善されます。
· 自動化されたベスト プラクティス政令走行距離レート
· お客様が指定可能な最新の政令料金および会社レート
· 政令料金を支払うお客様の場合、走行距離サービスにより、この料金を最新の状態に保ちます。これにより、手動アップデートが不要になり、お客様側で料金の維持と管理するための負担を低減されます。その結果、最新の料金がリアルタイムで利用できます。
· 課税目的として、システムはクライアント金額を使用して支払われた金額と政令料金に基づいた金額の請求差額を記録します。
· 想定経費として社用車と私有車の両方が Request で利用できるほか、走行距離計算ツールのリンクも表示されます。
· Concur Request への走行距離想定経費および走行距離計算ツールの統合のサポート（Concur Expense Professional Edition のみ）
· 向上した規制サポート
· すべての車両タイプおよび対応する距離範囲のサポート 
· 簡素化された車両登録処理
· 向上したコンプライアンス
· その他のレートおよび地域レートのサポート
· 向上したユーザー インターフェース
管理者への表示 
[走行距離設定] ページ（[管理] > [経費] > [経費精算の管理] > [走行距離設定]）に私有車および社用車の自動走行距離レートが表示されます。私有車と社用車の両方のカスタム レートを設定することもできます。
NOTE: [自動レート] タブおよび [社用車] タブで私有車にリスト表示される車両および交通手段は国によって異なります。

たとえば、ある国では既定の私有車の車両基準は 1 つのみですが、ほかの国では複数の交通手段が表示されることがあります。たとえば、米国は私有車に均一料金が表示されますが、ドイツはオートバイ、自動車、モペット、および自転車のレートが表示されます。
走行距離設定 
自動レート
[走行距離設定] ページで、[自動レート] タブを開くと、既定で [私有車] タブが表示されます。
NOTE: これまでは政府が政令料金を毎年更新すると、手動で走行距離レートを変更する必要がありました。現在では、政府が新たな料金を公表するたびに、最新の法定料金（SAP Concur がアップデート）が表示されます。
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また、管理者は [過去のレートを表示] をクリックして、過去のレートの履歴を確認できます。
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[自動レート] – 私有車の例（米国）
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[自動レート] – 私有車の例（英国）
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[自動レート] タブでは、管理者は [社用車] タブで社用車の自動レートも表示できます。
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カスタム レート
管理者は [カスタム レート] タブでカスタム レートを設定することができます。[カスタム レート] タブをクリックすると、自動単価更新をオフにするために [OK] をクリックするように求められます。
NOTE: [自動レート] タブをクリックすると、自動単価更新をオンに戻すことができます。
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[カスタム レート] タブでは、私有車に新しいカスタム レートを作成できます。
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社用車の場合:
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走行距離設定（私有車または社用車）が [カスタム レート] タブに追加されると、管理者はその走行距離設定を編集したり、削除したりすることができます。
課税の走行距離（設定）タブ
[走行距離] ページ（[管理] > [経費] > [経費精算の管理] > [従業員課税および会社控除] > [走行距離]）には [走行距離] タブがあり、走行距離設定を表示します。
[走行距離] タブは走行距離設定を表示します。
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管理者は [新規作成] をクリックして [走行距離設定の追加] ページを開くと、新しい走行距離設定を追加できます。
NOTE: 新規走行距離設定を追加する機能は Concur 側が管理する自動レートをサポートしている国の走行距離設定を要し、自動レートよりも高いカスタム レートが設定される必要があります。
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走行距離設定が追加されると、管理者はその設定を編集したり、削除したりすることができます。
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ユーザーへの表示 
ユーザーがエンティティにログインして、新規または既存の車両の走行距離を報告する際、経費精算レポートの作成時に政令料金が自動的に適用されます。  
例（米国）
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例（英国）
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設定とアクティブ化
走行距離サービスのアップデートが自動的に導入されるのは、2022 年 3 月 8日およびそれ以降に作成された新規のお客様のエンティティのみです。従来の車両の走行距離設定を使用中のお客様は、現在、走行距離サービスを利用できません。この更新は 2022 年 3 月 8 日にリリースされました。
詳細について、Professional Edition の設定ガイド「Expense: 車両設定」、または Standard Edition の設定ガイド「Expense: Mileage Rates」をご参照ください。
新 UI
** 進行中 ** Concur Expense エンド ユーザー向けの最新のユーザー インターフェース (UI)
	情報の初回公開日
	最終更新日
	自動移行日

	2018 年 3 月
	2020 年 9 月 17 日
	2022 年 10 月 1 日

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。


概要
Concur Expense ソリューションのユーザー インターフェースは、考え抜かれた設計と調査によって継続的な進化を遂げており、経費精算レポートの作成と送信において時代に合った直感的で合理的な操作性を提供しています。
Concur Expense をお使いのお客様には、2022 年 10 月 1 日の自動移行日までに十分な時間の余裕を持って新 UI の事前確認を行い、それから移行することを強くお勧めします。
業務目的とユーザーへの利点
これにより、新 Concur Expense のユーザー インターフェースに、最新で一貫性のある合理的なユーザー操作を提供しています。このテクノロジにより、改善されたユーザー インターフェースの提供にとどまらず、お客様の変更のご要望にさらに迅速にお応えすることができます。
影響を受ける製品およびユーザー
これらの改善を活用するために、Concur Expense ユーザーが 2022 年 10 月 1 日までに移行しない場合は自動的に Concur Expense 新 UI に移行されます。以下は、この処理をすべてのユーザーにスムーズかつ効率的にご利用いただくためのスケジュールおよびリソースの情報です。
これらの UI（ユーザー インターフェース）の変更は以下に適用されます。
· Concur Expense（Professional/Premium および Standard）のエンドユーザーのみ
NOTE: エンド ユーザー（承認者、処理者、または管理者に変更はありません）
重要: スケジュールとマイルストーン
既存の UI から新 UI に移行するにあたり、Concur Expense をお使いのお客様には 4 つの重要なマイルストーンがあります。
1. 早期アクセス期間: 2018 年 3 月 – 2020 年 7 月 
この期間中に、更新された UI が全世界のお客様に提供されました。管理者 / パワー ユーザーは、早期アクセス期間を利用して、最新のインターフェースをプレビューして、内部トレーニング資料を更新し、移行に向けて組織として準備することをお勧めしておりました。 
2. オプトイン期間: 2020 年 7 月 – 2021 年 9 月
早期アクセス期間に続いて、利用可能なオプトイン期間がありました。このマイルストーンは、計画されているほぼすべての機能、および全体的な品質と安定性を提供するためのものでした。
お客様は、この期間を活用して移行を計画し、ビジネスのプライオリティ上適している場合は、Concur Expense 新 UI に移行してください。残りの機能の一部はこの期間中にご利用できるようになるため、お客様はそれに応じてロールアウトを計画する必要があります。
3. 有効移行期間: 2021 年 10 月 – 2022 年 9 月 
これは、お客様が自動移行日前にお客様のペースで移行を完了できるようにお約束していた 12 か月の事前通知期間です。
お客様は、組織のスムーズな移行を確実にするために必要なタスクを完了し、有効移行期間中に移行することを強くお勧めします。
4. 自動移行日: 2022 年 10 月 1 日 
すべてのお客様が新 UI に自動的に移行されます。これは、当社がすべてのお客様に対し一貫性のあるユーザー操作およびより良い製品への改革やサポートを継続して提供することを保証します。 
移行資料 - ガイドおよびその他のリソース
当社はこの移行をサポートするために、複数のガイド、FAQ、リリース ノート、およびその他のリソースを準備しています。組織の移行の開始に必要なすべての情報については、以下よりご確認ください。
· Professional Edition
· Standard Edition
上記のリンクは以下へのアクセスを含んでいます。
· 管理者ガイド、FAQ、移行リソース: 管理者ガイドは Concur Expense 新 UI へのアクセス、および必要なロールやアクセス許可についての情報を提供します。 
管理者ガイドに加え、FAQ、その他のリソース（メール テンプレートおよびその他のトレーニング資料など）、および Concur Expense 新 UI でまだ利用可能ではない機能のリストもあります。これらの資料はすべて、お客様がユーザー向けに準備する際に役立ちます。
NOTE: トレーニングのために、管理者ガイドおよびエンド ユーザー ガイドを「そのまま」使用できます。または、トレーニング資料を作成する際にその一部を使用できます。お客様はご自由に、切り取り、コピー、貼り付け、削除、または編集が可能です。
· エンド ユーザー ガイド: ユーザーはこのガイドを使用して、既存の UI と Concur Expense 新 UI を比較し、新しい操作に親しむことができます。新 UI は改善中のため、このガイドはオプトイン期間中に必要に応じて更新されます。管理者はこのガイドを定期的にご確認ください。
NOTE: 管理者ガイドのように、組織内でこのガイドの切り取り、コピー、貼り付け、削除、編集を自由に行うことができます。
· リリース情報: 有効移動期間中は、改善に関するリリースは定期リリース スケジュールに含まれません。代わりに、特別なリリース ノートを発行し、機能および改善についての情報を近々のリリースで提供予定です。 
ご利用の前に
上記の移行資料をご確認の上、移行の計画を立てることをお勧めします。
JPT 1.0 ユーザーを対象とする新 UI の JPT への移行
	情報の初回公開日
	最終更新日
	機能のリリース予定日

	2022 年 3 月
	2022年03月18日 
	2022 年 4 月

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。


この変更は、新 UI の操作性の一部に関連しています。
概要
新 UI での日本の公共交通機関 (JPT) は、ユーザーが新 UI を使用して、日本国内の鉄道やバスを利用する出張を経費として請求できるようにする唯一のサービスです。公共交通機関を申請して、経費を請求する機能は日本市場に不可欠です。典型的な日本人は 1 日に複数回移動しており、全体では、公共交通機関は日本におけるすべての経費の 55% を占めます。
既存（従来の）JPT 1.0 をお使いのお客様は、JPT 1.0 の新バージョンである新 UI の JPT に移行できるようになります。グローバルのお客様の場合は 2022 年 4 月に新 UI のJPT への移行するオプションが予定されており、Concur Japan のお客様の場合、暫定的なスケジュールでは 2022 年 4 月の開始となっています。  お客様は JPT および新 UI に同時に移行する計画を立てる必要があります。
業務目的とユーザーへの利点
既存（従来の）JPT 1.0 をお使いのユーザーは、新 UI の JPT に移行して、最新バージョンのメリットをお受けいただくことができます。
· 経路検索エンジン プロバイダ「駅すぱあと」の変更で、公共交通機関の種類が拡張され、バス停を含むようになります。
· 経費フォームは簡素化され、専用の経費詳細タブが削除されているほか、乗換全体の単一の行程または行程の組合せを網羅した出張ごとの個別経費を使用できます。
· Standard をお使いのお客様向けに、新たに定期券管理者が追加されているため、個々のユーザーがアクセスして定期券経路の管理ができるだけでなく、組織による中央管理が可能になります。
設定とアクティブ化
グローバルのお客様の場合は 2022 年 4 月に新 UI のJPT への移行するオプションが予定されており、日本のお客様の場合、暫定的なスケジュールでは 2022 年 4 月の開始となっています。
お客様は新 UI 上で新 UI および JPT を同時に有効化する計画を立てる必要があります。
· 新 UI の JPT は従来の UI で動作しません。
· 重要: 従来の JPT 1.0 は新 UI で動作しません。

重要: 2022 年 4 月から 2022 年 9 月までのオプトイン期間中に新 UI の JPT への移行を選択するお客様は、変更依頼を作成する必要があります。詳細については、SAP Concur サポートまたは SAP 実装コーチにお問い合わせください。
· 警告: お客様のご対応がない場合、2022 年 10 月 1 日の必須カットオーバー日に新 UI および新 UI の JPT 2.0 に自動的に移行します。カットオーバー日に関する詳細は今後のリリース ノートでご案内します。
移行前および移行後に必要なステップに関する詳細については、Professional Edition および Standard Edition の「Concur Expense: Japan Public Transport (JPT) on NextGen UI Migration Guide」をご参照ください。
サイト設定
勘定抽出のレポート番号を有効化
概要
すべての Concur Expense 勘定抽出ファイル タイプを対象として、新しいサイト設定である [Expense 勘定抽出のレポート番号を有効化] が利用できるようになりました。この変更は Expense の勘定抽出で [レポート キー] の値をお使いのお客様を対象としており、該当するお客様は代わりに [レポート番号] フィールドのデータを抽出することができます。 
変更の理由
レポート番号は英数字 6 文字で構成されます。ERP で扱いやすく、最終的には一部のお客様が抽出ファイルや財務統合処理の一部として使用している最大 6 桁の整数値のレポート キーを置き換えることを目的としています。レポート キー データではなくレポート番号を優先して抽出することで、より意味のある出力結果が盛り込まれ、抽出プロセスを今後リリースされる改善と連携します。
レポート番号は、エンド ユーザーには Concur Expense の新ユーザー インターフェースで表示されるため、下流のプロセスでこの参照が使用されると有効なタイバックを提供します。
機能説明
このサイト設定が選択されると、[レポート番号] フィールドはレポート キーが現在設定されている列に配置され、レポート キーを置き換えます。レポート キーではなく、レポート データを抽出出力に組み込むように変更すると、レポート キー データはレポート番号データに置き換わります。 
この機能は完全に元に戻すことができます。また、以下の例のように、異なる複数の勘定抽出に適用されます。
· 標準勘定抽出 v.2
· 標準勘定抽出 v.3 
· 同席者の詳細などの情報抽出にはレポート キーが含まれ、採用した [レポート番号] フィールドを継承できるようになりました。
· [レポート キー] フィールドが組み込まれカスタマイズされた勘定抽出
[レポート キー] の値をお使いでないお客様が対応する必要のあることはありません。  新しい SAE バージョン 4 は [レポート番号] フィールドの推奨機能を既に備えているため、このバージョンをお使いのお客様も該当します。
NOTE: SAP Concur は、現在、推奨のレポート番号の値を導入するためのオプトイン期間中です。現時点では、Cognos Intelligence レポートや Processor UI の場合は [レポート キー] フィールドの利用性や機能性に影響はありません。[レポート キー] フィールドが廃止される 2022 年以降に向けて、すべてのお客様に周知し、準備が行われます。廃止計画の通知は、お客様が組織内で財務統合を計画できるように最低 1 年前には共有される予定です。
業務目的とユーザーへの利点
この機能では、フィールドの利用性の変更に勘定抽出をお使いのお客様が準備を行い、SAE を再設定するためのサポート チケットを必要とせずに、推奨された新しい [レポート番号] の値の導入スケジュールを管理できるようになります。また、この機能は最終的に今後の抽出機能の強化もサポートします。  
設定とアクティブ化
[サイト設定] にアクセスし、この機能を有効にするには、Concur Expense 管理者ロールが必要です。また、お客様は、財務統合の転記ロジックが新しい [レポート番号] の英数字形式の値をサポートしているかどうかを自社の IT サポート チームに確認する必要があります。
詳細については、SAP Concur Expense Professional / Premium のリリース ノートの 4 月版および設定ガイド「Concur Expense: サイト設定」をご参照ください。
今後の変更予定
このセクションの項目は、今後リリース予定のものです。SAP Concur は、ここに記載されている拡張機能 / 変更の実装の延期または完全削除の権利を保有するものとします。 
NOTE: 本ドキュメントに記載されている変更予定は、こちらの製品に固有のものです。SAP Concur ソリューションに影響を与える可能性のある、対象のサイト全体または共有の変更については、製品共通の変更のリリース ノート（日本語）を参照してください。
メール通知
** 変更予定 ** ワークフロー通知メールの経費精算レポート リンクの更新
	情報の初回公開日
	最終更新日
	機能のリリース予定日

	2022 年 2 月
	--
	2022 年 2 月

	このリリース ノートでは、前回の月次リリース以降の変更を黄色で強調表示しています。


概要
ワークフロー メール通知内の Concur Expense への URL リンクは新しい形式に更新されます。新しいリンク形式により、経費計算レポート（通常の UI パス）にアクセスできる Concur Expense ユーザーはリンクをクリックして直接そのレポートに移動できるようになります。また、新しい URL 形式はシングルサイオン (SSO) 設定の処理を改善します。SSO（SAML 2.0 以下）をお使いのお客様はこの直接リンクを利用できます。
業務目的とユーザーへの利点
ユーザーにレポートを表示する権限がある場合、通知メールを表示しているユーザーは誰でもリンクを使用してそのレポートにアクセスできます。代理人は同じメールのコピーを受け取る可能性がありますが、旧スタイルのリンクは代理人には機能しません。
SAML 2.0 SSO をお使いのお客様の場合、アクセスとサポートが向上し、ユーザーはホーム ページに移動するのではなく、経費精算レポートに直接移動することができるようになります。
承認者への表示 
承認者が経費精算レポートを承認するためにワークフロー メール通知を開くと、以前と同様の情報が表示されます。[レポートの表示] をクリックすると、従業員の経費精算レポートに直接アクセスして、承認を行うことができます。
[image: image14.png]Expense Report Pending Your Approval

‘You have a report pending your approval.

Report From Angela Nielsen
Report Name February 2022
Report Purpose February Home Office
Requested Amount 5000 USD

“This email was sent by: SAP Concur - 601 108th Ave NE, Bellevue, WA 98004, USA





ユーザーへの表示 
ユーザーがワークフロー メール通知を開くと、以前と同様の情報が表示されますが、リンクをクリックして経費精算レポートに直接アクセスできるようになります。
NOTE: オプションの URL 上書き機能をお使いのお客様は、URL リンクや機能に影響はありません。また、お客様のユーザーは特定の経費精算レポートではなく、引き続きホーム ページに移動します。この機能をお使いのお客様には、SAML 2.0 SSO 認証方法に移行して URL の上書きを削除することをお勧めします。
[image: image15.png]Expense Report Status Change

Your expense report listed below has changed status.

Changed By Angela Nielsen
Report Name January expenses
Report Date 0110212022
‘Submit Date 0210412022
Amount Approved 152.00 USD
Approval Status Set To Approved
Payment Status Set To Not Paid

Link To Expense
hitps://www._ concursolutions.com

‘This email was sent by: SAP Concur - 601 103th Ave NE, Bellevue, WA 98004





設定とアクティブ化
この機能は自動的に有効になります。その他の設定やアクティブ化は必要ありません。
詳しくは、設定ガイド「シングル サインオン 概要（製品共通）」をご参照ください。
お客様へのお知らせ
アクセシビリティ
アクセシビリティの更新
SAP は、現在の Web Content Accessibility Guidelines (WCAG) に合わせて変更を実装します。SAP Concur ソリューションに対するアクセシビリティ関連の変更については、四半期ごとに公開しています。四半期ごとの更新は、「アクセシビリティの更新」ページで確認できます。
サポートされているブラウザ
サポートされているブラウザおよびサポートの変更
サポートされているブラウザ、およびサポートされているブラウザに予定されている変更については、「Concur Travel & Expense Supported Configurations」ガイドをご参照ください。
ブラウザのサポートに変更が予定されている場合、変更に関する情報が製品共通の変更のリリース ノート（日本語）でも提供されます。
リリース ノートおよびその他の技術文書
オンライン ヘルプ
ユーザーは誰でもオンライン ヘルプから、または直接 SAP サポート ポータル上でリリース ノート、設定ガイド、ユーザー ガイド、管理者向けのサマリー、月次のブラウザ認証、推奨環境、およびその他のリソースにアクセスすることができます。
お使いの製品に関連する文書一式を確認するには、アプリの [ヘルプ] メニューのリンクを使用するか、SAP ヘルプ ポータル (https://help.sap.com) で SAP Concur 製品（Concur Expense、Concur Invoice、Concur Request、または Concur Travel） を検索します。
SAP Concur サポート ポータル - 指定されたユーザー
Concur サポート ポータルのリリース ノート、ウェビナー、および技術文書にアクセスしてください。
適切なアクセス許可がある場合は、[ヘルプ] メニューに [サポートへのお問い合わせ] が表示されます。クリックして SAP Concur サポート ポータルにアクセスし、[リソース] をクリックしてください。 
· リリース ノートや技術文書にアクセスするには [リリース / 技術情報] をクリックしてください。 
· 録画や配信中のウェビナーを見るには、 [ウェビナー] をクリックします。
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ケース
サポート ケース ステータスの確認
この手順内のステップに従って、ケースが解決しているかどうかを確認してください。 
 提出したケースのステータスを確認する方法
5. https://concursolutions.com/portal.asp にログオンします。
6. [ヘルプ] > [サポートへのお問い合わせ] をクリックします。     
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NOTE: [ヘルプ] メニュー下に [SAP Concur  サポートへのお問合せ] オプションがない場合は、お客様の会社内でサポートを行うよう設定されています。社内のサポート デスクにお問い合わせください。
7. [サポート] > [ケースを表示] をクリックします。
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8. 表で、[表示] リストの選択に基づいて、目的のケースのタイプを表示します。検索結果は、ご自身の会社のケースに限定されています。
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